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十
五
日
(水
)

檀
田
三
郎
教授
退官

講
演
A飛
「結
核
菌
、
癩
菌
の研
究
が

示
唆
ず
る
も
の
」
午
後
三
時
か
ら五
時

ま
で於
楽
友
会
館
二
階
ホ
ー
ル

一一十
二
日
(水
)

奪
門
課
程進
学

当否
発
表

熊野寮

団交権で紛糾処 分 、

 

加
炊
夫
問
題
は
決
裂

二
日、
午
後
三
時
か
ら
吉
田
寮
(藤

山委
員
長
)
寮
生
と
熊
野
療
生約
百人

は、
学
生
部
委
員
会
、
学
生
部長
と
話

し合
を
行
った
が
学
生
部
長
は
「寮
費

不
払を
中
止
し
な
い
限
り
、
炊天
の公

務
員化
は
し
な
い
し
、
大
学
雇用
化
も

話
し合
え
な
い
」
と
前
日
の
確認
を
否

定し
た
た
め
、
再
び
議
場
は
紛
糾し
、

夜
間交
渉
に
入
った
。
十
二
時
頃学
生

一徹夜交渉の積み重ねで一応妥協

 

部
長
が
、
「前
日
の
猟
認事
項
の
笑
現

に
努
力
す
る
」
と
答
え
、
三日
か
ら
始

ま
る
入
学
試
験
の
関
係
で話
し
合
い
打

切
り
を
要
求
し
た
た
め
、
あく
ま
で
実

現
の
保
証
を
、
予
算
獲
得の
還
動
の
裏

付
を
要
求
す
る
漿
生
と
の聞
で
押
問
答

が
行
な
わ
れ
た
が
決
裂
状態
の
ま
ま
、

六
日
の
学
長
学
生
部
畏寮
生
と
の
話
し

合
い
に
拶
さ
れ
た
。

寮
費
問
題
で
紛
縄
を
続
ける
熊
野
漿
(福
竹
委
員
畏
)
問
題
は
「学校
当
局
の
処
分
強
行
計
圃
の
曇
露
」
と
いう
事
態
を
迎
え
て
二
月
十
五
日
、
寮
生
二

百
人
が
学
長
冒
舎
を
深
夜
包囲
す
る
に
血
り
(一一月
二
十
七
日
号)
続
け
て
二十
八
日
か
ら
三
月
一日
朝
に
か
け
て
二十
一時
間
に
わ
た
る
策
集

学
生部

委
員
会
、
学
長
と
の
畏
時間
団
交
が
も
た
れ
引
き
続
き
二
日
、六
日と
団
交
を
重
ね
た
.
延
時
聞
三
十
数
時間
にわ
た
る
当
局
、
寮
生
の
賭
し
合
い
の結
果

「学
枚
当
局
は
処
分
問
題
を訂
凝
し
な
い
」
「寮
生
と
の
話し
合
いを
認
め
る
」
な
ど
を
双
方
が
礁
認
し
、
景問
題の
解
決
は
今
後
継
統
的
な
話
し合
い
に

お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
処
分、
警
官
導
入
な
ど
最
悠
事
態
は
両
者
の妥
協
によ
り
回
避
さ
れ
た
。

旧
学
長
は
医
師
勧
告
で
中
途
退
席

二
月
二十
八
日
一時
か
ら
学
生
部会
議

室
に
お
い
て
寮
生
約
百
人
と
奥
田
学

艮
、
庄
司
掌生
部
長
、
杉
村
教
授
、前

川
助教
授
ら
掌
生
部
委
員
七
人
と賑
し

合
い
が
行な
わ
れ
た
が
、
議
場
は
簸
初

か
ら
話し
合
いの
前
提
、
総
長
の
態度

閻
題
で両
者
が
譲
ら
ず
膠
着
状
態
に陥

っ
た
。
学校
側
は
、
二
月
十
五
日
の確

約
に
も
と
づき
「処
分
に
関
す
る秘
密

文
書
」
の
学部
畏
会
議
検
討
の
報
告を

す
る
と議
事
を
近
め
よ
う
と
し
た
が、

寮
生
は
、
学生
部
職
員
の
議
事
録
の
中

に
寮
生
の
個人
的
名
前
と
言
動
が
メ
モ

し
て
あ
り、
事
実
の
歪
曲
と
、
当
事者

外
へ
の
通報
によ
る
圧
力
(処
分
を
含

む
)
化
を計
る
もの
だ
と
し
て
、
職
員

の
メ
モ
公
開を
要
永
。
職
員
、
学
校
当

局
は
こ
れ
を拒
由し
畿
事
を
運
ぽ
う
と

し
た
た
め
、寮
生
は
シ
ュプ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
議
事
避
行を
拒
否
。
こ
う
し
て
話

し
合
い
の
前
提
に関
し
て平
等
な
豆
場

を
要
求
す
る
祭
生と
当
局
の
押
問
答
が

繰
返
さ
れ
、
午
後
八時
膿
よ
う
や
く
学

校
側
は
「話
し
合
い
の議
事
録
、
メ
モ

は
今
後
取
ら
な
い」
「職
員
の
メ
七
は

公
開
し
な
い
で焼
却
す
る
」
と
妥
協
案

を
出
し
、
寮
生
が応
じ
た
た
め
、
職
員

マ

四
人
の
メ
モ
を
両
者
の
前
で
焼
却
し

た
。
つ
づ
い
て、
学生
部
委
員
会
の
報

告
が
あ
り
「秘密
文
書
の作
成
は
学
生

部
職
員
の
手
によ
る
可
能
性
が
大
き
い

こ
と
を
認
め、
今
後
は
学
生
部
で
は
寮

生
の
処
分間
遁は
審
議
し
な
い
」
と
い

う
内
容
が
擢
告
さ
れ
た
。

し
か
し
寮
生
は
、
学
生
部委
員
会
の

報
告
は
さ
て
お
き
、
奥
田
学長
が
、

「景
生
数
人
の
み
と
し
か
会
わ
な

い
」
「寮
生
多
数
と
の
団交
は
認
め

な
い
」
と
い
う
規
制
を
加
えた
のは

な
ぜ
か
、
学
長
は
昨
年十
一月
に
も

大
衆
団
交
に
応
じ
た
以
上、
今
日
に

限
り
認
め
な
い
の
は
話
し合
いの
前

提
と
し
て
お
か
し
い
と
し
て、
団
交

を
認
め
る
よ
う
要
求
し、
学長
は

「寮
生
が
寮
費
不
払
を
し
て
いる
か

ら
」
と
か
「学
鄙
長
会
議
の決
定
が

あ
る
か
ら
」
と
か
「失
言
を
ずる
恐

れ
が
あ
る
」
な
ど
と
言
を
そ
の
つど

左
右
し
て
明
確
に
答
え
ず
、
形
式的

に
学長
会
議
の
報
告
だ
け
を
早
急
に

済
ま
せ
よ
う
と
し
た
ため
、
再
び
膠

着
状
態
に
陥
い
り
深
皮
十
一時
二
度

目
の休
憩
に
入
り
、
当
局
は
こ
の
間

事
態
収拾
策
を
検
討
。
一方
景
生

も
、団
交
が
確
認
さ
れ
、
「要
求
が

通る
ま
で何
時
間
で
も
闘
う
」
と
気

勢
を
上げ
た
十
一時
四
十
分
再
会
さ

れ
た話
し
合
い
は
、
前
川
阜
生
部
委

員
の斡
塵
で
、
「学
長
は
、
学
部
艮

会
議
に禦
生
と
の
賭
し
合
い
の
承
認

を
求め
る
。
そ
し
て
今
は
"
寮
費
問

題
を
話
し
合
う
」
と
妥
協
案
を
提
出

し
たが
祭
生
は
「現
在
を
団
交
の
場

とじ
て保
証
し
な
い
限
り話
し
合
い

に応
じ
な
い
」
と
し
て
拒
否
し
た
た

め
再
ひ膣
着
。
一日
の
午
前
二
時
半

に
至
り
、
学
校
当局
は遂
に医
者
を

議
場
に
呼
び
結
し合
い打
切
り
を
強

行
し
よ
う
と
し
た
が
、寮
生
は
「科

学
上
の
真
偽
と
、学
長
退
場
の事
後

処
岬
が
碓
認
さ
れ
な
い
以上
、
医
者

の
診
断
は
政
沿
的工
作
で
あ
り
、
話

し
合
い
の
一方
的
破壊
であ
る
」
と

し
て
医
者
の
診
断
の中
止
を
要
求
、

午
前
四
時
頃
、
学
長
は
「個
人
と
し

て
は
こ
の
場
を
景
生大
衆
と
の話
し

合
い
と
し
て
認
め
る
」
「増
寮
、
寮

費
問
題
以
外
の
話し
合
いは
学
生
部

長
に
一任
す
る
」
と
答
え
たた
め
、

寮
生
は
医
者
の
診
断
を
承
服し
、
そ

の
結
果
「ζ
れ
以
上
の
話し
合
い継

続
は
健
康
を
害
す
る
恐
れが
ある
」

と
し
て
、
学
畏
は
四
時
半
頃
退場
し

そ
の後
一時
休
憩
の
あ
と
午
前
五
時
か

ら
再
び
学
生
部
委
員
、
学
生
部
長
と
の

6日

諾
し
合
が
続
け
ら
れ
た鰭
果
、
以下
の

よ
う
な
確
認
事
項
を
両
者
が
認め
、
午

前
九
時
半
よ
う
や
く
垢
し
合
い
は終
っ

た
学
長
、
学
生
部
委
員
の
一部
には
途

「中
居
眠
り
を
す
る
な
ど
当
事者
の疲
労

が
み
ら
れ
た
が
、
っ
ぎ
の話
し
合
い
に

問
題
は
移
さ
れ
る
こ
と
にな
った
」

(二
月
二
†
八日
、
三月
哺日
の
寮

生
、
学
長
、単
生
部
長
、
学
生
部
委

員
と
の
循
し
含
い確
認
事
項
V

(一)
話し
合
い
の場
では
議
事
録
、

メ
モ
は
と
ら
な
い.

(二
)
職
員
のメ
モは
焼
却
し
た

(三
)
秘
密
文
書
作成
に
つ
いて
、
学

生
部
の
手
に
よ
る
と
思わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
.
学
生
部
は
これ
に
対
し

反
省
す
る
.

(四
)
掌
畏
は
、
個
人
的
には
禦
生
と

の
謡
し
合
い
を
認
め
、
学
部長
会
議

に
承
認
を
求
め
る
。

(五
)
、
学
生
部
委
員
会
は
像
生
の処

分
問
題
は
審
議
し
な
い
。

(六
)
増
崇
問
題
が
騨酷
しムロわ
れ
、双

方
が
努
力
す
る
こ
と
が
確
認
さ
創た

が
不
払
に
つ
い
て
見
解
が
異
な
る。

(七
)
、
自
転
単
置
場
、
寮門
、
炊
犬

間
題
は
厚
生
部
と
話
し
合
う。

(掌
生
部
委
員
会
と
寮
生
の確
豚
峯

項
V

(一)
、
学
生
部
は
、
熊
野
寮
自転
車

置
場
門
の
建
設
は
今
年
度
中
に
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。

(三)
、
学
生
部
は
、
寮
生
の
個
人
説

得
を
外
部
に
要
請
し
な
い
.

(三)
、
炊
夫
学
校
雇
い
に
つ
い
て
話

し合
う
。

団
交
継
続
を
確
認
学
長

修
学
院
寮
は
予
算
請
求
し
な
い

六
日
、
四
時
か
ら
寮
生
約
五
十
人
と
、

奥田
学
長
、
学
生
部
長
、
杉
村
掌
生
部

委
員
、
前
川
学
生
部
委
員
(代
理
)
と

話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
た
.
六
日
午
前

中開
か
れ
た
学
部
長
会
議
の
報
告
と
一

日の
学
長
の
健
謙
診
断
の
結
果
が報
告

さ
れ
た
。
ま
ず
「学
長
の
健
康
に
関
し

ては
、
今
後
六
カ
月
問
長
時
聞
の語
し

合
いは
巡
け
る
こ
と
」
「学
鄙
長
会議

では
、
寮
生
が
話
し
合
い
の
ル
ー
ル
を

守
れ
ば
学
畏
が
寮
箕
問
題
な
どを
話
し

合
う
こ
と
を
認
め
る
」
の
二
つ
が報
告

さ
れ
た
が
、
寮
生
は
一応
聞
い
て
お
く

態
度
で
、
話
レ
合
い
の
場
の
具
体的
状

況
に
よ
って
こ
れ
を
検
討
す
る
と答
え

た
。
ま
た
、
炊
夫
間
題
、
自転
車
置
場

問
題
は
、
事
務
当
局
と
の
話
し合
い
で

あ
る
と
学
生
部
畏
が
回
答
し
た
ため
、

,

国
試
阻
止
に
全
力

鵬コ

全
国
四
十
校
ガ
参
加

阿

連
、
医
学
連
を中
心
に
「イ
」
制
完
全

廃
止
を
呼
び
かけ
る
最
大
規
模
の
遅
動

が
展
開
さ
れ
よう
と
し
て
い
る
。

関
西
で
は
京大
、
府
立
医
大
等
を
中

心
に
十
二
日
から
の国
家
試
験
に
向

け
て
、
会
場
近
辺
の大
阪
天
王
寺
区

四
天
王
寺
な
ど
で
の伯
り
込
み
で
受

験
者
の説
得
を
含
め
て
、
国
家
試
験

阻止
闘
争
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
青

医連
関
西
支
部
な
ど
医
学
生
側
で

は
、
受験
者
は
約
七
十
人
程
度
で
こ

れ
は全
体
の
一割
弱
で
あ
る
と
見
込

ん
で
いる
。

一方関
東
地
区
稟
只で
は
四
百
人
ぐ

ら
い
が
受験
ず
る
も
の
と
見
ら
れ
て

お
り
東京
での
受
験
者
の
説
得
、
阻

止
闘
争
が
最大
の
焦
点
と
見
ら
れ
、

明
大
闘
鱗
並み
の
大
規
模
な
闘
争
が

展
開
さ
れる
も
の
と
爵
甑
連
で
は
見

て
い
る
。

現
在
ま
で
に国
試
ボ
イ
コ
ソ
ト
〃昌
.ロを

行
な
っ
た大
学
は
東
大
、
京
大
な
ど
主

要
校
を
含む
四
十
大
学
に
の
ぽ
り
(北

大
、名
大
な
ど
民
青
系
自
治
会
を
除
く

と
全
国
四土
ハ大
学
甲
の
全
部
を
包
抽

す
る)
これ
ま
で
の
文
部
、
厚
生
省
な

ど
医育
者
側
に
よ
る
切
り
崩
し
工
作
に

より
阻
止
「イ
」
制
完
全
廃
止
闘
争
が

崩
墳
さ
れ
る
可
能
暫
が
な
く
な
った
も

のと
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は、
去
る

二月
三日
の
通
称
〃医
者
蓮
り
懇
談

会
"
の
中
間
答
申
に
見
ら
れ
る
現
行

「イ
」
制
廃
止
、
お
よ
び
こ
の間
の説

得
(受
験
す
る
よ
う
に)
工作
、
願
書

提
出
期
限
延
長
、
自
ー研
修
のよ
う
認

な
ど
の
処
置
に
も
か
かわ
ら
ず
国
試
を

向
え
る
に
当
り
続
々
と
国試
ホ
イ
コ
ノ

ト
軍
言
を
行
な
った
臥
学
生
の
拡
大、

青
医
達
組
織
の
強
化
か
ら
明
臼
と
見
ら

れ
てい
る
。

　

現
行
「イ
」
制
完
全
廃
止
運

⑳動
が
国
試
ボ
イ
コ
ソ
ト
を
包
括

し
た
還
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る

必要
性
は
三
十
八
年
以
降
確
認
さ
れ
て

来
た
こと
で
あ
り
、
国
訊
ポ
イ
コ
ソ
ト

が
「イ
」
制
の
実
質
的
空
洞
化
、
否
定

に
つな
が
る
も
の
と
見
て
お
り
、
現段

階
では
、
藁
大
の
百
日
ス
ト
の
続
行
、

慈思
医
大
ス
ト
、
関
西
医
大
の
処
分
徹

回闘
争
な
ど
が
国
試
ボ
イ
コ
ッ
ト
↓

「イ
」
制
完
全
廃
止
に
志
向
す
る
も

のと
見
ら
れ
て
い
る
.
「イ
」
制
完
全

廃
止
闘
争
は
各
大
学
で
の
実
情
に
照ら

し
、
ニ
ュア
ン
ス
の
相
違
が
あ
る
とは

いえ
本
質
的
に
は
同
[の
も
の
で
ある

こと
は
明
ら
か
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
本
学
で
は
去
る
十
七
日
の
病院
長

団
交
に
お
け
る
膏
医
蓮
組
織
の否
認
が

輿
に
医
育
者
の
本
質
的
反勤
を吐
籍
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
後
日
協議
の結

「果
塵

蛋

大
支
部
の
懇

を認
め
る

と
の
力
向
転
換
か
ら
も
明ら
か
と
な
っ

た
。
自
㌻
研
修
は
カ
リキ
ュラ
ム編
成

ゐ
式
を
め
ぐ
っ
て
更
に
確固
と
し
た
力

式
の
決
定
化
が
急
が
れ
てお
り
、
怯
学

生
、
医
青
者
の
合
意
に
は
かな
り
の
困

難
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

円
に
値
上
げ
さ
れ
て
以
来
、
四
年聞

変
更
が
な
か
った
が
、
大
蔵
省
では

現
行
の二
倍
偵
上
げ
を
決
定
し
て
い

た
。
し
か
し
文
部
省
は
こ
れ
に対
し

反
対
し
て
お
り
、
ま
た
物
価値
上
が

り
問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら、
見

送
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る。

こ
の結
果
、
国
立
大
学
授
業
料値
上げ

闘
争
が
予
想
さ
れ
て
い
た
今
春
の学
生

側
の反
対
還
動
も
、
一年
聞引
き
のば

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
京
都
で
はし
か

し
同
大
、
立
命
館
犬
な
ど
の
値
上げ
が

今
秋
ご
ろ
に
は
問
題
と
な
る
と
見ら
れ

てお
り
秋
か
ら
来
年
の
春
に
かけ
て

は
、
授
業
料
値
上
げ
問題
で
、
かな
り

大
規
模
な
闘
僧
が
く
ま
れ
る
の
では
な

い
か
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

は
赤
松
英
【君
(文
字
部
一画
彗
)
を

「建
造
物
慢
入
」
容
疑
で
二月
二十
三

日
逮
捕
し
、
同
二
十
五
日
起訴
し
た
.

こ
れ
は
当
日
の
法
廷
内
集
会
を
六十
年

安
保
闘
箏
に
お
け
る
国
会構
内
突
入
と

同
し
く
「建
造
物
侵
入
」
と規
定
す
る

こ
と
に
よ
って
、
戴判
闘
争
の熊
点
を

そ
ら
そ
う
と
す
る
検
察梅
力
の明
確
な

る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る。
一方
裁
判

闘
争
委
員
会
の
積
極
的
な学
内
組
織
活

動
に
よ
り
、
教
冒
有
芯
によ
る
特
別
弁

護
団
結
成
の
動
き
も
み
られ
、
す
でに

学
校
段
階
で
は
す
で
に
決定
さ
れ
て
い

る
模
様
で
あ
喬

一 禦
生
は
、
学
生
部
長
の
確
認
事
項無
視

と
非
難
し
「
一週
間
以
内
に
、炊
夫
問

題
目
転
隼
置
場
問
題
な
ど
の具
体
案を

学
生
の前
に
明
ら
か
に
ず
る
こと
」
を

要
求
し
て
話
し
合
い
は
内
容
的決
裂
の

まま
午
後
八
時
に
閉
会
し
た
。
また
学

長は
「修
学
院
寮
予
算
削除
は
、
学長

の
橿限
で行
った
-
昨
年
の
同
学
会と

の
団交
で祭
費
不
払
い
が
続
く
限
り
、

予算
獲
得に
努
力
し
な
い
こ
と
を述

べ
、了
液
ざ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
」
と

始
め
て、
四
十
年
の
確
約
破
棄
に
つ
づ

来
る
十
=日
か
ら
五
日
聞
に
渡
っ
て、

全
国
各
地
で四
十
一年
度
医
師
国
家試

験
が
政府
文
部
省
に
よ
って
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
った
。
そ
れに
対
し
四
十

一年
度
卒
の
医
学
生
を
中心
に
構
成
さゐ

れ
る
響
医
連
、
及
び
四十
二年
度
膏
医

■

四日
の午
後
か
ら
、
五
日
の昼
す
ぎ
ま
で
、
し
と

れ
とも
父
兄
に
付
添
って
も
ら
わ
ね
ば
なら
な
い

開

し
と
と
冷
た
い
票

降
・た
.
去
年
も
雨
、
蒔

塞

の明
達
に
対
し
て
、
そ
の
・
立
心皇

体

■
年
は
雷
。
不
思
議
と
毎
年
入試
期
問
中
に
天
候
が

性
のな
さ
を
怒
る
べ
き
な
の
か
。
そ
れと
も
彼
等

■
く
ず
れ
る
。
入
試
と
而
。
あま
り
に
安
直
な
イ
メ

の
育
って
き
た
競
争
の
環
境
か
ら
く
る自
我
への

■
暫
ジ
の
連
結
か
も
し
れ
な
いが
、
い
か
に
も
メ
ラ

反勤
が
彼
等
を
そ
う
さ
せ
る
の
か
。
曰く
、
高
度

田
薦

饒

・゚

.

■
に
漂
わ
せ
た

0

、

藩

鐸

た

.

闘
襲
嚢

っ

・

累
蕪

終

'

朋
難
鋸
郎

↓
よ

`

■
くるのだるつ
こ

霧

蜀

試

野

m
縮
簗

入

■

兄
の
顔
に
も
見

、

竺
か

口

え
る
。
や
れ
や
れ
終
っ
た。
も
う
ど
う
に
で
も
な

成
畏
の余
波
の直
学
熱
、
曰
く
小
巾
民
的
栄蓮
の

■

れ
。

為
の
進学
熱
、
円
く
、
et
c、
そ
し
て巨
大
な

朋

そ
う
い
え
ば
、
今
簿
蔓

兄
の
多
か
・た
年
は

べ
ビ
÷

ム
.
彼
馨

し
み
縫
深
・
・

.

な
か
った
。
雨
の中
に立
ち
退
囲
な
二
時
間
半
を

平均
倍率
五
倍
。
彼
等
は
散
っ
て
い
った
。
入
試

回

じ
っ
と
待
つ
母
の姿
に感
動
す
べき
な
の
か
、
そ

は
終
った
。

曽8

8

授
業
料
値
上
見
送
り

麟29日 に第二回公判
赤松君も起訴される

σ畠:3b

.8

瓢

難

轟

鞭
鐘

た点が庄目さ塁

詐

派
兵
で
亡
命

金
束
希
を
守
る
会

τ

国
立
大

四
十
二
年
股
予
算
の中
で、
国
ψ
大
掌

授
業
料
値
上
げ
問題
が庄
目
さ
れ
て
い

た
が
、
政
府
方
針
によ
れば
、
四
十
二

年
度
は
実
施
せ
ず、
四十
三鉢
度
か
ら

四
三
年
度
行
施
は
必
至

実
施
す
る
力
向
が
あ
き
ら
か
と
な
っ

た
。国

立
大
字
の
授
業
料
は
三
十
八
年
四

月
に
年
額
九
千
円
か
ら
一万
二
千

べ平
連
・京
都
(代
表
・鰯
見
俊輔
同

志
社
大
教
授
)
は
六
日
同
志
社大
学生

会
館
で
集
会
を
開
き
「金
束
希
君を
守

る
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を決
め

た
.
これ
は
一昨
年
八
月
韓
国
の
ベト

ナ
ム派
兵
に
抗
議
し
て
日
本
に
亡而
を

求
め
てき
た
金
束
希
韓
国
陸
躍
兵
畏

本社では第8回懸賞小説募集を行います。既成の観念にとらわれず、新しい視角
からこの鑓乱の現代にアブローチする新人を登場させるというのがこの企国の意
図です。今は「文学」氾濫の時代であり、また沈滞の時代でもあります.そ れだ
けに一層、新鮮な文学が要求されています.
過去7回の募集には、全国大学賭兄姉からの多数のご応募をいただきましたが、
前回は入選作なしという低調さでした.今圓は昨年同様、井上光晴、野聞宏両氏
に選者をお願いすることになりました。諸兄姉の力作を期待します。

選考 菱 占 光 堕 塁
氏宏間野

(当
時
(昂も
)
が
大
村
収
容
所か
ら
本

国
へ強
制
送
還
さ
れ
る
こ
と
に
反対
ず

る
た
め
に
起
さ
れ
た
も
の
.
同会
では

当
面
署
名
週
動
や
法
務天
臣
へ
の
嘆願

を
計
園
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
の運

動
と
し
て
展
開
し
た
い
と
広
く
参
加
を

呼
ぴ
か
て
い
る
。

●

◇応募資格 大学、大学院に在学中のもの(学外内を間わず)
沫発表のものに限る

◇枚 教400手 鮎際稿用紙30枚以内
◇締切 日 昭和42年4月末日
◇殖 蓑 昭和42年6月下旬 本紙上
◇賞 金 入選(一篇)2万 円 佳作5千 円
◇送 り先 京都市左京区吉田京大構内、京都大学新聞社小説

係、(原稿には、住所、氏名、大学名、学部、学
年、年齢を明記のこと》

なお、版揺は本社に属します。原稿はお返ししません.

 

応
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規
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休
暇
中
の
営
業
予
定

吉
食
、
書
籍
な
ど
休
業

.

一今
階度 化

●
●

.り

協

書
芙
事

生

件
の
第
二

調
懇
鶏
墾
脳
懇
羅
励"

地
裁
で
開
か
れ
によ
る
と
(一)
古
田
購
売
部
、
地

れ
る
。
第
二
下
剛
買
部
、
地
下
書
籍
部
、
桑
売
』
、

回
公
判
は
去
印
刷
業
務
、
中
央
食
野
、
西
部
食
堂
、

轄
鍵
鑛
罐
難
薦
肺麗騰

さ
れ
て
い
た
か
ら午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で
、
土

が
、
検
察
側
曜
日は
午
後
一時
ま
で
宮
業
(三
)
A

の
不
当
起
㌫

号館
地
下喫
茶
は
休
築
(四
)
占
田
館

撤
回
を
要
求

は
休業
、
以上
四
卿
目
の
鴇
乳
ス
か
ジ

す
る
字
生
白

.一ー
ル
とな
って
い
る
。

名
が
地
裁
デ

モ
を
行
な

い、
地
戴
側
の
悔
騨
制
隈
に
軌
議
す
る

杁
廷
内
集
会
が
も
た
れ
て
二
十
九
日
に

延
期
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
七
日

の
解生
の
抗
議
行
動
に
対
し
、
検
察
側

合
格
者
発
表

昨
年
よ
り
遅
れ
そ
う

昭和
四十
二年
度
の
双大
入
学
者
選
孜

試験
は
こ
の育
臼
終
った
が
、
七
の
合

格
者
発表
は
、
工
学
部
を
除
く
全
学
部

　
き
な
み
の
受
験
生
増
加
で
、
採
点
、

判
定
の作
業
が
な
か
な
か
童ま
ず
、例

年通
り
発
表
日
に
は
間
に
あ
い
そ
う
も

な
い見
通
し
で
あ
る
。

一応、
薬
学
十
六
日
、
経
済
十
七
日
、

文
・教
。農
・理
・医
が
十
八
日
、
工

が
二十
日
と
各
学
部
で
予
疋
を
た
て
て

は
い
るが
、
採
嵐
業
膀
を
実
際
に
行
な

っ
て
いる
入
試
本
部
の
籍
で
は
、
全
争

部
と
も
昨昂
よ
り
一日
は
浬
れ
る
か
も

知
れ
な
い、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に

法
字
部
に関
し
て
は
入
試
本
部
で
も
学

部
で
も
「発
表
日
の
予
定
の
め
ど
も
立

た
な
い
」有
様
で
あ
る
。

木
材
研

三
+
九
年
度
か
ら
、

が
自西
成

宇
治
市
五
ケ
庄
に
計

画
建
設
を進
め
て
き
た
押
科
系
の
総
合

研
究
所
の
一つ、
木
材
研
究
所
(画
鼓

・満
久
渋
麿
教
鼓)
が
こ
のは
ど
玩
戊

し
た
。

現
血
、
京
大
で
は工
字研
究
所
(四

十
一年
完
成)
に引
き
続
き
、
木
材

研
究
所
、化
済
研
究
所
、
食
糧
糾
学

研
究
所
、
防災
研
究
所を
、
宇
翫
に

移
転
す
る計
閻
で
あり
、
更
に
近
く

ナ研
究
所が
着
工
ず
る
予
定
。

謁戚
し
た木
材研
究
所
は
、
鵡
下

地
上
五
階、
鉄
筋
コン
ク
リ
ー

ト
建
て
、
十
七
の実
験
竃
と
五
つの
研

究
室
を
持
ち
、
卓任
教授
四、
兼
任
教

授
三
で
禰
戊
さ
れ
る。
工費
は
約
一憶

二
千
刀円
、
な
お
、他
の研
究
所
も
、

地
下
一階
、
地
上
五
階
で建
設
され
、

四
十
四
年
度
に
は
完成
の
予
冗
で
あ

る
。

総
合
球
技
揚

四
月
に
使
用

宇
冶
総
合

グ
ラ
ン
ド

ニ
十
九
耳
か
ら
宇
冶
寮近
接
の地
に
、

総
合
球
技
場
の
建
設
を
赴め
て
いた
が

こ
の
ほ
ど
、
総
合
琢
技場
と
、
ホ
ソケ

ー
コ
ー
ト
、
鰐
二
力
八千
平
刀M川が
略

々
で
さ
あ
が
・.た
。
四月
から
使
用
で

き
る
見
込
み
で
、
更
に、
陸上
競
技
場

の
整地
を続
け
て
い
る
.
整
地
の
途

中
、自
衛隊
動
員
な
ど
で
、
宇
治
寮
生

と
いざ
こざ
も
あ
った
適

副
響八

月
に
第
一障

本
掌
では
、
広
る
二
十
四
耳
か
ら
四

十
年
に
か
け
て
、
六
次
に
わ
た
っ
て
、

イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タン
な
ど
菓
西
文
明
の
ナ
ナ路
と
い
わ

れる
地
域
に
学
術
調
査
隊
を
派
遣し
て

き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
さ
ら
に
新
し
く

五力
年
註
画
で
学
術
調
査
隊
を
辻
り
出

す
こと
に
な
った
。

こ
の調
査
隊
は
、
文
学
部
考
古
学科

の樋
口
隆
康
助
教
授
を
隊
長
とし

て、
過
去
パ次
の
調
査
隊
長
を
っ
と

め
た
人
文
科
了研
冗
所
の
水
野
清
一

教
授
、
工
年
部
建
築
工
学
科
の西
川

幸
治
助
教
授
(嬉
築
史
)
人
文
科
学

研
究
所
田
中
重
雄
助
手
の
ほ
か
、文

学
部
考
古
学
科
大
学
院
掌
生
で
探
検

部
O
B
の桑
山
正
進
、
松
原
正
毅
の

両
君、
お
よ
び
ほ
か
二
人
(未
定
)

の総
勢
八人
か
ら
成
り
、
過
弘
六
次

の
隅査
が
仏
教
遺
跡
の
発
掘
に
よ
り

西
南
アジ
ア
地
方
に
お
け
る
康
西
文

化
の
交流
のあ
と
を
探
る
と
い
う
テ

ー
マだ
うた
の
に
対
し
、
今
度
の調

査
では
、
そ
の
第
一期
調
査
テ
ー
マ

のし
め
く
く
り
と
と
も
に
新
た
に

新
石
器
時
代
(幽
恥
紀
几前
三
〇
〇

〇
～
rO
O
O
年
代
)
す
な
わ
ち
ギ

リ
シ
ャか
ら
侵
人
し
た
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
i大
王
の染
祉
期
に
各
地
に
建
設

さ
れた
〃
「リ
ソ
ヤ
都
巾
"
の
遺
跡

を
バ
クト
ーー
ア
地
ゐ
(現
在
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
ン々
北
力
の
バ
ル
ブ
地
方
)

を
甲
心
に調
盒
し
、
先
史
時
代
に
お

け
る
東
幽文
化
交
流
の経
路
を
探
る

も
の
で
、
こ
れま
で
の第
一期
調
査

は
探
検
的
な
も
の
であ
った
が
、
今

期
調
査
隊
は
」術
的
な
敷
臥
合
い
が

職
い
と
の
こ
と
で
ある
。

な
お
、
こ
の
発
掘
予定
地
に
瞬
接
し
た

ソ
速
鎖
で
、
過
⊥
に
〃、-リ
ソ
ゼ都
市

〃の
発
見
が
報
告
さ
れ
て
いる
こ
と
か

ら
み
て
も
、
介
期
凋
査
隊
か
い
どむ
北

ア
フ
ガ
一ス
4
ン
地
ゐ
から
戦
重
な
、、イ

リ
シヤ
時
代
の
遺
物
の
出
土
す
る
こ
と

が
予
想さ
れ
、
学
問
的
に
多
く
の
期待

が
よ
せら
れ
て
い
る
。

ー

ー

■■

国
立
大
¥
一期
校
の

入
学
試
験
は
五
日
マ

ス
コ
ミ
と
「教
脅
熱

心
な
父
兄
」
に
見
ザ

も
ら
れ
る
う
ち
に
終

っ
た。
一体
試
験
が
こ
れ
ほ
どご
とあ

る
ごと
に
四
力
に
騒
々
し
い
ほ
ど
の注

意
を呼
び
出
し
た
の
は
、
あ
な
が
ち
マ

ス
コミ
の
大
騒
ぎ
の
お
か
げだ
け
では

あ
る
ま
い
。
▼
都
会
ま
で
は
る
はる
試

験
を受
け
に
く
る
学
生
だ
け
では
な
く

同
伴
す
る
両
親
、
兄
弟
の
奴だ
け
でも

ざ
っと
二百
万
人
以
上
の
人
口が
この

受験
シ
ー
ズ
ン
に
流
動
す
るわ
け
であ

る
。
交
通
機
関
の
発
達
で
ちよ
っと
し

た
家
広
旅
行
が
で
き
る
と見
た
力
が
妥

当
のよ
う
だ
。
な
に
し
ろ
「大
義
名
分

」を
豆
ん
ず
る
お
国
柄
。お
ま
け
に

「幸福
な
家
庭
で
あ
れ
」
「禽
年は
期

待
され
る
人
格
で
あ
れ
」
と
お曝
付
き

で勧
め
ら
れ
て
い
る
以
⊥
、
家
族
の
一

員
たる
、
息
子
、
娘
の
た
め
なら
、
こ

れ
以上
の
大
義
名
分
の
あ
ろ
う
は
ずも

な
い.
▼
思
子
、
娘
が
溝
第
レ
て
も
、

「世
の中
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
さ

一、
二年
苦
労
す
る
の
も
勉
強
に
な

る
」
と優
し
く
慰
め
て
や
れ
る
。
試
験

問
題
が、
ど
う
と
か
、
こ
う
と
か
。
最

近
の
傾向
が
ど
う
と
か
と
、
予
備
校
の

先
生よ
ろ
し
く
試
験
の
問
題
ま
で
が
当

の
受
験生
よ
り
関
係
者
の
聞
で
問
題
に

な
る.
こ
れ
ほ
ど
試
験
が
大
衆
的
に
「

分
析
」
され
「難
易
」
の
批
評
が行
わ

れ
る
こと
も
最
近
の
特
徴
で
も
あ
る
。

我
が
京大
新
聞
社
に
も
「試
験
の
問
題

と
解
答
。批
評
」
を
載
せ
た
の
を
売
っ

て
く
れと
当
然
の
よ
う
に
申
し
込
む
婦

人
も
あ
った
。
▼
そ
し
て
、
京
大
の
八

試
で
巷
の世
評
で
は
「今
鉢
の
国
識
の

問
題
が
〃漱
qに
つ
い
て
誉
け
"
と
い

う
の
が
特徴
の
あ
る
問
題
で
あ
っ
た
」

と
い
う
こと
ら
し
い
。
「試
験
問
題
と

ー
、
常
に受
験
者
に
と
って
命
異
な
も

の
で
ある
」
と
い
う
筋
論
も
あ
ろ
う
が

果
し
て、
「ど
う
い
う
問
題
を
出
そ
う

と
大
学
の自
由
な
椀
利
だ
」
と今
後
何

年
ぐ
ら
い苫
って
お
ら
れ
る
か
.
「我

校
の校
規
は
国
策
に
沿
った
人
格
形
成

を
敦
」々
と
いう
学
校
も
増
え
て
い
る

く
ら
い
な
のだ
。
ま
た
入
試
も
ひ
と
こ

ろ
の
○×
式
問
題
か
多
す
ぎ
る
と
か
、

ク
イ
ズ的
な
問
題
が
多
す
ぎ
る
と
い
う

「批
判
」
に囲
し
て
、
問
題
は
非
常
に

高
度
な
技術
や
、
知
識
を
必
要
と
す
る

も
の
を
含
んだ
も
の
に
変
って
き
た
。

一方
で
は"
文
科
系
、
押
朴
糸
の
問
題

や
課
目
制
限な
ど
で
よ
り
嚇
門
的
な
勉

強
方
法
の
汲み
士
げ
が
図
ら
れ
て
い
る

▼
単
に
、大
学
の化
会
化
や
、
自
立
の

問
題
を
ア
レ
コ
レ批
岡
す
る
こ
と
は
易

い
こ
と
だ
。
いず
れ
にし
ろ
、
牛
活
の

一画
を
記
す
那件
が、
友
衆
的
に
も
、

一個
人
的
に
も
大
き
な
関
心
をも
っ
こ
と

　へは
　
れ
で
あ
り
へ
　　
に　
が
す
る
の

霧
題
継
鴛
難

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
入
.戯、
テ
ス
ト
と

い
った
衣
面
的
な
餐
件
を
とり
た
て
て

我
々
は
騒
ぐ
へ
き
て
は
な
い
の
であ
る

9
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前
回諭
胃
を
前
捷
に
、
具
体
的
今
次
搬
拳
の分
析
を
行
な
った
も
の

を
、
掲撃

る
。

今
回
の
衆
院
総遇
単
が
、
如
何
な
る
慧
味
を
袴
つ
の
か、
そ
し
て
そ

れ
は
将
釆
の日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
縞
県を
生
み
衰
現

さ
れ
て
い
く
の
かを
逓
視
し
た
も
の
で
あ
る
ゆ
(編
纂部
)

民
社

台

頭

の

状
況

共
産
・
公
明
は
低
滞

゜

"

ll塵ll191臨lll巴IIgBOII■臨閃8,1巳1811,51●

ま
ず
自
明
の
こと
な
が
ら
、
選
挙
結

果
を
数
量的
に
確
認し
て
お
こ
う
.

議
席
数
、
得
票数
、
衛
票
率
の
全
国

計
は
、
自
民
・社会
・民
社
・公
明
・

共
産
の
順
に
そ
れ
ぞれ
二七
七
ε
一四

〇
・∴二〇
・・二
五
・・五
、
ニ
ニ四
五
万

(四
八
・八
〇
%)
・∴

二八
三
万

(二
七
。八
九
%
)
・∴
二四
〇
万
(七

・四
〇
%
)
3
二
四七
万
(五
。三
八

%
)
2二
一九
万
(四
・七
六
%
)
で

あ
る
.
こ
の
結
果
を各
覚
は
そ
れ
ぞ
れ

次
の
よ
う
に
う
け
と
め
て
いる
.

白罠
覚
は
結
覚
以来
最も
危
険
な
状

態
に
臨
み
な
が
ら
議
席
確保
数
を
定
数

増
に
も
か
か
わ
ら
ず
単独
政
権
の最
低

絶
対
数
二七
〇
台
にお
い
て、
「ほ
ぼ

吊
相
ど
り
の
当
選
菅
を
出
し
」
「自

民
党
の
体
制
に
は
な
んら
の変
わ
り
も

な
い
」

(福
田
幹
事畠
◎
と
厨
直
っ

社
会
宛
は
単
独
で
改
憲
阻止
議
席
数

一六
四
を
御
「社
会
主
蓑
政
権
の前

段
」
と
し
て
の
社
会
覚政
橿
、
あ
る
い

は
社
会
党
甲
心
の
連
立
政権
樹
立
への

臭
体
的
手
が
か
り
の
礪
保
を
目途
し
な

が
ら
大
幅
に
下
ま
わ
り
、
し
かも
膿
会

的
比
盆
を
い
そ
う
低
下
さ
せ
た衡
蟹
を

主
溝
反
主
流
と
も
隠
し
え
な
い。
「理

由
は
党
自
体
の
体
質
問
題
が
あ
ろう
し

組
織
強
化
が
必
要
と
反
省
し
て
いる
」

(成
田
書
記
長
)

民
社
党
は
六
〇
年
成
立
以来
の紋
次

の
衆
壼
選
挙
で
続
い
たジ
リ
貧
傾
向を

脱
し
解
散
前
議
会
勢
力
を
始
め
て増
大

させ
た
ζ
と
に
自
帽
を
得
「進
歩的
な

保
守
党
と
建
設
的
な
野
党
が
で
き
るま

で
は
多
党
化
時
代
が
続
く
だ
ろう
」

(西
村
書
記
長
)
と
し
、
か
か
る時
代

での
独
自
の
存
在
理
由
を
藝

 公
明
覚
は
「第
一回
の
選
挙
とし
て

は
上
々
の
成
績
」
(北
条
書
記
畏
)と

し
「本
質
的
に
は
保
守
覚
の
【党
独裁

政
治
は
転
換
期
」
と
と
ら
えで
い
る.

共
産
党
は
議
席
・得
票
の
大
幅
の伸

び
の目
標
が
議
席
は
と
も
か
く
「褐票

数
と
率
で
は
大
き
く
ふ
え
て
い
る
」

(冨
本
讐
記
長
)
と
把
握
レ馬
O
れは

「他
の
す
べ
て
の
政
覚
が
得
票
串
を減

退
あ
る
い
は
停
滞
さ
せ
て
い
る
な
か

で」
「拡
大
さ
れ
た
覚
勢
を
基
礎
に
、

全
党
員
が
奮
闘
し」
「赤
旗
」
読
者
、

一党
支
持
者
の
あ
っ
い支
援
に
よ
って
か

[ち
と
ら
れた
成
果
であ
る
」
(中
央
委

員
会
幹
部
会
寅
明
「総
選挙
の
結
果
に

つ
い
て
」
)
と
い
っ
て
いる
。

一見
レ
た
と
こ
ろ、
自
民
・昆
社
。

公
明
・共
産
は
今
次
選
挙に
か
け
た
目

標
に
接
近
し
、
社
会
党
のみ
危
機
に
み

ま
わ
れ
て
い
る
よ
う
にみ
え
る
。
だ
が

事
態
は
か
く
闘
単
で
はな
い。
わ
れ
わ

れ
は
こ
の
小
諭
の
許
す
範囲
で
い
ま
少

し
事
態
の
推
移を
統計
的
に検
討
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

自
民
党
は
農
村
に
お
け
る温
勢
を
都

市
で
の
地
す
べ
り
の
防
衛
に
よ
って
支

配
的
地
位
を
保
っ
た
.
民
社
・公
明
の

立
候
補
の
少
な
い
農
村
地
区
では
基
本

的
に
二
大
政
党
制
で
あ
り
、社
会
覚
の

新
出
が
特
徴
的
だ
と
す
ら
いえ
な
く
は

な
い
。
自
民
党
は
五
派
激
突
の五
大
都

市
地
壊
で
(そ
の
相
対
比
はも
ち
ワ?
ん

低
い
の
だ
が
)
民
社
・公
明
のわ
り
こ

み
を
許
さ
な
か
った
ζ
とが
特
徴
で
あ

る
。
公
明
覚
の
衆
院
初
進出
は
当
然
従

来
の
票
配
分
を
変
助
さ
せる
.
が
、
参

議
選
と
対
比
し
て
ど
う
な
のか
.
六
都

年
幽藷
選
く

累
塞

大
阪
な
ど
にっ

い
て
み
て
み
よ
う
。

六
五
年
参
議
選
は
都
譲
会
・都
政
の

乱
脈
に
対
ず
る
ほ
う
は
い
たる
抗
議
・

追
及
・刷
新
還
動
の
な
か
で争
わ
れ
た

が
、
自
民
覚
は
参
院
地
力
区菓
京の
得

票
は
八
四
万
票
二
一%
と地
力区
全
国

平
均
四
四
・二
%
を
大
幅
に
下
ま
わ
っ

た
」
そ
し
て
史
上
初
の
○敗
と
な
った

こ
と
の
記
憶
は
新
し
い
。
(直
後
の都

議
選
で
は
得
票
串
こ
そ
三
〇
%だ
った

が
議
席
は
半
減
し
た
。
V
今
年
四月
の

都
知
事
選
は
首
都
の
政
治
配
置を
め
ぐ

うて
、
自
民
覚
に
痛
烈
な
庖
機
醸を
も

って
臨
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
であ

ロ

ろ
う
。
こ
の
劣
勢
か
ら
今
次
の
約
一五

二万
票
、
三
二
・
一%
は
、
少
な
くと

も
地
す
べり
を
く
い
と
め
、
旧
に復
し

た
も
の
と
み
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。単

純
な
前
回
衆
院
選
(六
三
年
十
一月
)

と
の
比
較
で
は
な
く
、
ま
さ
に
現在
ま

で連
続
し
た
政
治
状
況
馬
そ
の
議
会的

反
映
の
前
駆
で
あ
った
六
五
年
¢
院
選

と
いう
よ
り
最
近
の
事
例
と
厳
密
に照

合
し
て
み
る
こと
こ
そ
霊
受
で
あ
ろ

う
。
大
阪
で
は
六九
万
、
二〇
%
か
ら

八
三
万
、
二
八
・五
%
、
更
に
参
議
選

で
公
明
の立
候
楠
が
な
か
った
京
都
、

神
奈
川
で
は
二五
万
、
三〇
%
か
ら
三

二
万
、
三
五%
へ、
五
二万
、
三
二
・

五
五
%
から
七
血
万
三七
%
へと
胎

持
、
増大
し
て
いる
点
を
見
逃
し
え
な

い
.
結局
自
民
党
に関
し
て
は
、
六
五

年
参
院
選
の
東
京
代表
さ
れ
る
都
市
で

の
屠
ち
こ
み
を
復
位し
た
こ
と
に
注
目

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う.
そ
し
て
そ
の
力

は
国
家
榴
力
を
掌握
す
る
与
覚
の
一般

一的
澄

性
や
講

の
巧妙
さ
の
み
弩

ず
独
占
資
本
の党
の危
機
を
の
り
き
る

べ
く
農
村
、
都
市を
間
わ
ず
行
政
機
構

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
諸
機
関
を
ブ
ル
に

動
員
し
た
利
益
誘
導体
系
によ
る
集
票

の
成
功
で
あ
り、
こ
と
に独
占
質
本
か

ら
表
向
き
二
Q
憶
、だ
が
実
際
は
一脱

に
よ
る
と
新
人
で
一憶
、
大
臣
で
も
四

～
五
干
万
と
い
わ
れ
る還
動
費
か
ら
し

て
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回る
ケ
タ
這
い

の
金
の
投
入
の
効
果大
であ
った
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

社
会
覚
の
敗
退
ヤ
とく
に大
都
市
で

の
惨
敗
は
明
白
で
あ
る
。議
席
に
つい

て
は
、
東
京
の
比
震
低下
、
京
阪
神
地

域
で
の
維
対
減
を
指
摘
すれ
ば
足
り
る

で
あ
ろ
う
⑤
得
票
串
は大
都市
区
で
大

き
な
変
動
が
な
い
と
み
た
ほ
う
が
よ

い
.
間
題
は
不
振
の
直接
因
が、
従
来

か
ら
社
会
覚
の
棊
票
組
織
の越
軸
で
あ

った
総
評
ー
春
闘
共
闘
の労
働
者
階
級

】全
体
に
占
め
る
比
重
の
低下
と
、
こ
こ

数
年
来
の
労
組
の
純
労働
者
主
義
の
封

鎖
性
に
よ
って
か
つ
て
も
った
革
新
的

大
衆
の
統
A男
が
解
体
し、
加
えて
政

治
的
分
化
の
進
展
か
ら
、
社
会
党
の防

衛
的
地
位
が
強
制
さ
れ
た
とみ
る
こと

が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
体
を
な
して
い

な
い
で
た
ら
め
な
組
織
と
日常
活
動
は

こ
の
聞
げ
き
を
埋
め
る
こ
と
すら
でき

な
か
った
。

民
社
覚
は
三
四
〇
万
、
七
・四%
で

前
回
と
率
で
か
わ
ら
ず
だ
が
、
議席
の

上
昇
は
著
る
し
い
.
六
〇
年
選
挙
に比

し
て
率
で
は
る
か
に
及
は
ぬ
が今
回は

ず
っと
立
候
楠
青
を
し
ぼ
っ
た
こと
に

留
慧
し
rなけ
れ
ば
な
ら
な
い
。
占ハ三年

と
の
比
で
は
、
ま
さ
に
支
持
階膚
基盤

鴛
な
り
合
う
公
明
の
わ
り
こ
み
の中
で

維
持
し
た
こ
と
を
見
失
う
こ
と
は
でき

な
い
。
翼
際
に
公
明
党
の
ま
え
に
みる

・影
の
な
か
った
六
五
年
謬
院
選
の惨
敗

か
ら
み
る
と
き
、
は
っ
き
りと
台頭
し

た
と
把
握
す
る
ζ
と
が
重
要
で
ある
.

長
年
の
牙
城
、
大
阪
で
は
二
〇
%
に
あ

と
騨歩
と
伸
ば
し
、
粟
京
で
も
絶
対
数

で大
阪
を
抜
い
た
」
初
選
出
し
た
泉
都

≡≡≡≡下讐

 

・神
奈
川
で
も公
明
の
き
り
こ
み
を
計

さ
な
か
っ
たと
み
て
よ
い
。

そ
の
台
頭
を
支え
た
直
接
的
な
力

は
、
同
盟
一本
化
の機
能
発
揮
で
あ

り
、
そ
れ
はビ
ッグ
ビ
ジ
ネス
に
お
け

る
経
営
者
の物
質
的な
ま
た
政
略
的
な

テ
コ
入
れ
が
「企榮
繁
栄
のた
め
の
労

使
協
調
」
体
制
のう
え
に強
力
に
展
開

さ
れ
、
中
小
企桑
甥
細
企
葉
体
に
お
い

て
は
そ
れ
自
身
民
社覚
の檸
成
体
で
あ

る
企
菜
主
に
よ
る票
の丸
がか
え
で
あ

る
こ
と
で
あ
る。
都市
イ
ン
プリ
市
民
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層
で
も
社
会
覚
の
統
合
的
地
位
を
分化

}さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
な
い.

初
進
出
(
二
五
議
席
藍
保
で
セ
ンセ

ー
シ
ョナ
ル
に
と
妙
扱
わ
れ
て
いる
公

明
党
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
被
次
の参

議
選
で
う
ち
た
て
た
政
治
勢
力
を
、そ

の
ま
ま
衆
議
院
に
も
反
映
さ
せ
た
にす

ぎ
な
い
.
公
明
党
に
議
席
を
う
は
わ
れ

た
ζ
とに
よ
って
、
な
に
か
新
た
な
社

会
11
政
治
勢
力
が
台
頭
し
た
と
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
、
初
進
出
と

いう
狩
殊
な
困
難
を
わ
り
ぴ
く
と
し
て

も
、
そ
の
得
票
率
は
低
滞
し
て
い
る
と

み
る
へき
で
あ
る
。
六
五
年
と
比
べ
て

策
京
六
一万
嘱
一五
%
か
ら
六
二
万
一

三%
、
大
阪
四
九
万
二
四
%
か
ら
五
二

万
一八
%
が
雄
弁
に
物
譜
っ
て
い
る.

共
産
党
は
、
新
議
席
を
開
拓し
た

が
、
重
要
那
市
で
は
蹴
鵡
と
評
価
ずる

こ
と
は
で
き
な
い
。
東
京
で
は
幽七年

ぷ
り
の
議
席
を
得
、
高
位
次
点
者
をも

だ
し
な
が
ら
、
な
お
六
五
年
参院
選地

方
区
野
坂
の
得
票
六
二
万
より
一五
万

以
上
下
回
っ
て
い
る
こ
とは
績集
力
の

低
下
で
あ
り
、
こ
と
に
大
阪
で
は
全体

で
前
園
よ
り
三
万
減
少
し
て
い
る。
こ

れ
が
志
賀
継
党
に
よ
る
も
のだ
け
でな

い
こ
と
は
、
川
上
貫
一の
前
回十
万
以

上
↓
今
回
八
万
以
下
を
見
て
も
わ
かる

で
あ
ろ
う
。
社
会
党
ー
総
評
の
統
合力

の
低
下
を
ダ
イ
ナ
ミ
ソ
ク
に
補
い、
脅

い
と
る
地
位
か
ら
ほ
ど
邊
い
こ
と
を
小

議会制危機の一時的回避
と招来する再編と反動

㎜画置頭酬髄lll鵬剛闘ll旧襯 滋巴
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し
て
い
る
.
冷
国
岡
に
は
七
の
伸
び
に

「も
か
か
わ
・
ず
、
攣

婁

の増

 勢
と
大
き
な
ズ
レ
を
も
ち
、
機
関
紙
一

一部
に
つ
き
二累
と
い
う
実
態
が
こ
の
覚

の
封
釧
性
を
示
し
て
い
る
。
民
社
拾
頭

と
公
明
わ
り
こ
み
の
ま
え
に
押
え
ら
れ

た
こ
と
を
ぬ
き
に
し
た
「前
進
」
綜
拮

は
、
木
を
見
て
森
を
見
な
い
類
で
あ
ろ

う
.
笑
際
に
う
ち
く
だ
か
れ
た
の
は

「民
主
連
合
政
府
」
の
議
会
構
想
な
の

だ
.こ

う
し
て
、
直
接
に
選
挙
糖
果
は
、

従
来
の
政
治
様
式
に
対
す
る
不
儒
が
、

同
時
に
社
共
そ
れ
ぞ
れ
の
政
権
構
想
i

し
た
が
って
嶺
面
の
基
本
路
線
の
展
蟄

を
議
会
的
に
封
ず
る
と
と
も
に
、
独
占

蕗

の政
蔑
手
と
し
て
の
良
星

・
せ
「自
喜

.昊

交
」
・蓬

最
低保
蝉
を
与
え
、
か
つ
、
民
社
党
を

拾
頭
さ
せ
て
帝
困
ト
腐
ブ
ロ
ッ
ク
を
用

意
レ
た
。

民
柱
寛
の
歯
板
に
は
「労
質
協
調
・

企
業
防
衛
」
を
基
底
と
し
、
「自
主
防

衛
・臼
主
外
交
」
に
ー
る
今
日
の
独

占
の芯
向
の
労
働
版
が
ぬ
り
た
く
ら
れ

て
いる
。
そ
の
「労
使
協
調
」
独
占
体

に
お
いて
は
苛
烈
な
新
労
務
営
理
に
よ

って
統
制
的
に
も
た
ら
さ
れ
、
生
活
要

求
の
闘
い
が
従
米
の
不
徹
底
な
モ
ノ
ト

リ
闘
争
で
は
実
現
困
難
な
状
況
を
企
業

防
衛
諭
に
と
り
こ
み
、
そ
の
包
抽
力
を
一

国
民
鮮
済
の
繁
球
ー

国
益
諭
に
算
蝦

合
ス
ロ
ー
ガ
ン化
さ
世
る
。
質
本
自
由
}

化
に
対
轟

占
争
日
本
資
奎
廼

の
死
闘
を
こ
うし
て
援
助
し
、
帝
国
主
[ロ

綴
鰭
簾
総
ゼ犠
越

と
に
た
ぐ
り
よせ
て
いる
の
が
民
社
指

頭
に
現
わ
され
た杁
況
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は数
で表
現
さ
れ
た
も
の
以

上
に
既
存
の
「革
新
」
陳
智に
イ
ン
パ

ク
ト
を
も
た
らし
て
いる
.
7
樹
の
労

働
戦
祓
軌
一論
ー政
櫨
樗
想
は
か
か
る

勢
力
再
編
域
に照
瓦
す
る
も
の
で
あ

る
。

現
国
家
体
制
の
概
括

再
編
と
反
動
ー
抵
抗

お覧
齢
翻
灘
鐸
莚

概
抽
する
こ
と
が
で
き
る
.
す
な
わ

ち、
独
占
貸
本
の
議
会
制
切
文
配
の
危

機
、そ
の
一時
的
回
避
体
制
の
蓮
展
、

だ
が
.て
の凱
農
自
体
が
も
た
ら
さ
す
に

は
お
か
な
い.矛盾
の
深
化
罵
い
い
か
え

れ
ば
矛
』
の
深化
を
蔵
け
ず
し
て
は
維

持
しえ
な
い議
公鋼
の自
己
.臼定
あ
る

い
は
凝
会測
に
立
脚
しな
い
新
た
な
国

家
腿
懸遺
永
の遼
動
と
組
織
と
の
台

頭
、犠
会
を
「脇
へお
し
の
け
た
」
革

命
と
反
革
絢の
公
然
た
る
櫨
力
画
疋
を

め
ぐる
死闘
の両
面
の
不
可
遜
性
。

独
占
貧
本は
「利
占
均
馳
」
の
破
綻

と
旧
支配
プ
ロ
ソク
の
解
体
を
、
独
占

資
本
の新
だ
な
階
級
プ
ロ
ノク
を
都
市

律
民
よ
層
とこ
と
に
労
働
者
階
級
の
一

超
の
緬
握
によ
っ
て漏
緒
的
に
形
成
し

た
.
'て
の政
治
的
プ
ロ
ノク
は
自
民
-

民
社
の提
携
に代
表
さ
れ
る
。
そ
の
隔

級的
内
留は
、
経
済
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム

か
ら
政
沿ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
への
昇
準

に
よ
る.
今
日
の日
帝
の
内
外
の
地
位

そ
のも
のか
ら
蟹
求
さ
れ
る
級
済
・社

会
・国
家
体
制
への
襲
口に
他
な
ら
な

い.
こ
の航
合
の
貫
徹
は
ど
の
よ
う
な

国
氷編
域
か
.
そ
れ
は
今
日
ど
の
程
度

ま
で、
ど
の
よ
う
な
姿
態
で
進
行
し
て

いる
のか
、
そ
れ
は
な
お
、
ど
の
よ
う

のな損
拝
を
要
す
る
の
か
。
そ
れ
で
根
本

的
な
矛旭
は
な
に
か
.

こ
の蟄
ロの貫
徹
は
、
日
本
帝
国
隻

義
を独
狩
の国
際
擢
力
要
素
と
し
て
、

し
かも
、
国
陳
反
革
命
の
た
め
の
日
米

同
盟
を
不
可欠
の環
と
し
て
展
開
す
る

こ
と
を要
す
る
。
歎
いか
え
れ
ば
、
後

進
国
聴命
の進
展
に対
し
て
そ
の
辻
殺

に
こ
そ
生存
をを
か
け
る
が
ゆ
え
に
、

最
終
的
には
「平和
共
存
」
への
封
し

こ
めを
ね
ら
い
つ
つ、
反
申
ソ
軍
箏
鉄

環
を
ゆ
る
める
こ
とは
で
き
な
い
。
問

題
は
こ
の枠
79で
の米
帝
の後
退
、
あ

.
"

え
て
セ
れ
に
と
.て
か
わ
って
国
際
憲

兵
の
地
位
を
企
図す
る
こ
と
、
こ
れ
で

あ
る
。
ベ
トナ
ム戦
翁
の
み
な
ら
ず
、

も

イ
ン
ド
不
ン
ノ
反葉
命
勝
利
の
い
み

す
る
も
の
は中
国
の中
聞
地
帯
論
に

よ
る
世
界
革
命
の
迫を
つく
帝
国
主
翻

国
際
秩
序
再
絹
の
必
几
の
「成
果
」
で

あ
る
。
「中
聞
地
帯
」
の
粂件
自
体
を

無
に
帰
す
る
こ
と
が
日米
幣国
⊥戯
の

戦
略
で
あ
り
、
日
帝
の独
自
性
は
こ
の

環
大
平
洋
旧
纏
民地
晶国
に対
し
独
自

の
勢
力
国
に
組
み
こむ
へく
「統
会
占

」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
いる
点
に
あ
る

。
昨
年
来
急
ピ
ソチ
の
東酌
ア
開
発
の

テ
コ
入
れ
が
、
環
太
平打
外
交
構
想
、

太
平
洋
共
回
市
場梅
想
にひ
さ
つ
が
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に症
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
.
そ
し
て、
日
常
の威

信
を
適
小し
、
か
つ、
国
民
軌
合
の基

軸
を
強
力
な
国
家
へ
の求
心力
にも
と

め
る
べ
く
、
躍
隊制
風
の憲
法
的
是
認

が
、
支
保
条
約
拠改
由
の実
緑
を
全
国

象
的
に
体
現
す
る
も
のと
し
て要
氷さ

れ
ざ
る
を
え
な
い。

こ
の
瓠
底
は
、
陳
よ
餌
吋
庖、
国
防

省
昇
格
、
第
三
次国
防
註
圓
の策
足
等

々
と
し
て
の
み
準
bず
、
そ
れ
への
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・コ
ンセ
ン
サ
ス
の
要
求
と

し
て
、
す
な
わ
ち、
社
会
党
に
対
す
る

外
交
、
国
防
問
題
で
の
「現
実
£
義
」

共
通
の
暴
盤
に
た
っこ
と
の
要
求
と
し

て
一貫
し
て
追
求さ
れ
、
社
会
党
の
な

し
く
ず
し
的
な
「現
突
主
義
」
への
讃

歩
と
し
て
(
「再
軍傭
反
対
論
」
の
末

路
を
み
よ
)
ま
た、
党
内
「現
実
主
橘

」
グ
ル
ー
プ
の
台頭
とし
て
(端
的
に

は
昨
年
の
石
橋
構
想を
βよ
)浸
碑
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
民社
が
こ
の戦
線

の
尖
共
を
つ
と
め
て
いる
こと
は
す
で

に
み
た
と
お
り
で
ある
.

帝
国
⊥
義
国
際
秩
彫再
編
を与
件
と

し
て
、
日
本
独
占
資
本
は賢
本
目由
化

-
現
代
帝
国
よ
義
闘
伯
に
かち
ぬ
く
体

制
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い.
そ
れは
産

御纂金・

には是非!

御使用下さい

 

業
再
編
に
集
中
さ
れ
る
。
七れ
か
生み

一だ
さ
ず
に
お
か
ぬ
会
社
的激
勤
をあ
え

て
し
て
、
く
ず
れ
つ
つ
ある
独
出優
本

支
野
の
阿
級
基
盤
を
も
構築
な
どせ
ね

は
な
ら
な
い
.
国
際
競
繁力
の
一爆
に

し
ぼ
って
、
不
良
企
栄
・斜
囲
κ某
、

　

中
小
企
粟
、
農
業
問
麗
を
「処
哩
」し

一よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
.
一これ
は
「鍛

気
回
後
」
の
中
小
企
策
倒
産
の
増
人、

展
民
保
護
体
制
の
動
描
、独
占
企業
聞

合
併
の
部
分
的
虚
行
な
ど
費
ソデ
ィカ

ル
に
お
し
す
す
め
る
で
あ
う
つ。
通
産

省
の
「特
定
産
漿
振
興
仏
」
の
鄭
をか

え
た
展
開
、
構
遺
金
融
プ
ラ
ン、
水野

鉄
鋼
二大
合
同
論
等
は
そ
の盗
を
ほ
の

め
か
す
。

問
題
は
こ
う
し
た
全
戦
線
で
の反
動

の
進
行
が
大
衆
自
体
の
反軌
を
広
汎
に

よ
び
お
こ
す
こ
と
で
あ
る.
す
な
わ

ち
、
独
占
賢
本
尊
制
の
続
済過
縄
にお

け
る
あ
ら
わ
れ
は
、
大
衆
の死
活
を
か

け
た
生
活
闘
争
を
、
そ
し
て
こ
の
過程

の
繕
末
自
体
は
福
祉
政
策や
ケイ
ン
ズ

的
方
策
で
は
解
決
不
能
の
社会
矛
麿
の

滞
留
↓
爆
発
と
し
て
、
一方、
帝
国
£

和
解
柱
は
勝
利
の
夢
を
許
さ
ず
、
資
本

窮
鐸
肋験
蟹
肋い藩

し
え
な
い
敗
北
か
、
立
極
点
に
お
い
て

は
問
う
で
あ
ろ
う
.
屈
伏
の
道
は
、
そ

のど
の
よ
う
な
合
理
化
も
、
つ
ぎ
の
時

期
にフ
ァシ
ス
ト
支
配
牽
訂
す
現
実
の

}行
濯
で
め
る
.
敗
北
の
遭
を
と
お
し
て

こ
て実
体
的
に
帝
国
主
義
的
統
合
に
深

い亀
裂
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

一で
あ
り
、
全
人
民
的
政
治
闘
争
を
労
働

一の新
た
な
型
を
め
ざ
す
闘
争
と
し
て
ラ

デ
ィカ
ル
に
展
開
す
る
主
体
と
局
面
を

形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
闘
争
段
階
へ
の
推
移
は

一織

鎚
躍

魏
雛

薫

}かの肇

「約束」薯

とのギ

マン
性
を
う
ち
く
だ
き
、
た
だ
大
衆
自

身
の
闘
い
で
大
衆
自
身
の
解
放
の
道
を

き
り
ひ
ら
く
べ
き
こ
と
、
し
た
が
っ
て

当
面
強
制
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
闘
争
に
非

妥
協
の
戦
闘
配
置
に
つ
く
こ
と
を
寓
え

霧

ー

的生藁

親藩

舞

馨

菱

誓

藷

嚢
異

 

主
義
、
日
和
見
主
麟
に
抗し
て、
大
衆

自
身
の
此
擬
民
主
土
漉
にも
と
ず
く
反

帝
闘
争
を
全
人
民
的
政
治闘
争
と
し
て

展
開
す
る
喪
因
であ
る
.
今
日
な
お

人
民
的
政
治
闘
争
の
戦線
は部
分的
で

あ
る
。
だ
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム闘
争
に始
ま

り
、
砂
川
・沖
縄
・
ヱ
ン
タ
プ
ライ

ズ
、
三
次
防
・国
防
省
等
々
の課
題
と

し
て
あ
る
安
保
-
改
繊阻
止
の
ため
の

当
面
の
戦
術
的
闘
争
の
}つ
一つ
に、

い
っそ
う
大
胆
に
全
人
民
と行
勤
に
た

つこ
と
を
決
意
し
な
け
れ
ば
なら
ぬ。

・労
働
者
人
民
の
生
活
闘
争
、
こ
と
に産

業
合
理
化
に
抗
す
る
闘
い
は
なお
全
圓

的
な
再
生
産
構
遣
の
混
乱
の現
出
し
な

い面
で
あ
る
か
ぎ
り
は
か
か
る
資
本

主
義
的
行
程
に
幻
想
を
も
つ部
分
と
の

敵
対
的
分
化
と
闘
一、て
そ
の
道を
ひ
b

く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
個
々
の
闘
斜
の
非

9
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の二
月
二
十日
号
に

お
い
薫

京
都在
住

榊

の
各
大
学
教
實
評

論
家
に
、建
国
記念

柵

の
日
に
関
す
るア
ン

　

ケ
ー
ト
特
集を
掲
載

㈹

し
た
が
、
前
親
載

の゚

も
れ
に
な
っ
た分
を

鰍

併
せ
て
高
馨

瑚叩

る
。
な
お
、建
国
紀

コ

獄
の
日
に
関
ず
るア

.●

ン
ケ
ー
ト
に
関
し
て

具
体
的
な
反
論
そ
の

他
が
あ
れ
は
本
社
ま

で
郵
な
も

し
く
は

御
持
参

下
さ

い
.
討
論
の
場
を
設
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
締
切
り
は
三
月
末

日
で
す
。

(得
鰯
邸
)■●

o卿・・
o
囎,

蟹,陰陰

国
家
が
国
民
の
も
の
に

な
れ
ば
清
え
る
べ
き
だ

浅
井
健
次
郎

賀
否
両
諭
、
こ
の
一年
近
い諭
争
の

中
で
強
引
に
生
み
出
さ
れ
た
建
国記
念

目
な
る
も
の
は
、
何
と
も変
テ
コな
代

物
で
あ
る
.
既
に
雷
い
費
さ
れた
こと

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
モ
メた
逡
国

田
念
日
を
「強
行
採
決
」
しな
け
れ
ぱ

な
ら
な
か
った
理
由
は
私
に
は
一向
に

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の必
蟹性
を

蟹
く
感
じ
て
い
る
人
達
が
居
る
と
い
う

こ
と
は
環
実
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の人
達
の気
持
を
い
ろ
い
ろ
推
測
し
て

み
ると
、
将
来
に
対
し
て
一沫
の
不
安

も
出
て来
ゑ

日
本
にと
っ
て
「建
国
」
と
い
う
ζ

と
が
あ
っ
た
の
だろ
うか
、
少
く
も
現

在
の
惣
法
に規
竃さ
れ
る
日
本
と
は
無

関
係
の
も
の
の
はず
であ
る
。
天
屋
家

に
よ
る
国
家
体
制
の
出来
た
時
点
は
あ

った
で
あ
ろ
う
、然
し・てれ
以
後
少
く

も
ク
ー
デ
タ
ー
は
何回
か
あ
った
.
唯

時
の
支
配
階
級
が
臼
分
の
立
場を
正
当

化
さ
せ
る
「錦
の
御
旗
」
を
必興
と
し

た
の
は
日
本
的
風
土
の
特
異性
であ
ろ

う
.
「紀
元
節
」
に
対
す
る
必
饗性
も

そ
こ
か
ら
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
が、
日

本
の
国
家
が
本
当
に
国
民
の
も
の
と
な

った
と
き
「紀
兀節
」
は
消
え
去
る
べ

き
であ
る
。

(瑠
学
邸
教
援
)

一,九
五
一年
に
省
田
首
相
が
戦
後
初

め
て
紀
元
節
復
活
を
提
嘱
し
て
か
ら
祝

日
法
が
改
正
さ
れ
、
復
活
推
薩
趣動
が

続
けら
れ
十
宜
年
を
経
過
し
て
紀
元
節

は
現実
のも
のと
な
ワた
。
右
置
に
つ

き
上
げら
れ
政
府
は
積
極
的
に
紀
元
節

を
復
活
さ
せた
。
起
兀節
復
活
が
竃
国

主
義復
活
、天
自.制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

復
活
に
つ
な
が
っ
て
いる
ζ
と
勲
戦
前

の
紀
元
節
の
あ
り方
か
ら
考
え
て
否
め

な
い
。
し
か
し
世論
調
査
に
お
い
て
復

活
の
支
持
者は
四十
八
%
で
あ
と
は
無

関
心
か
あ
る
い
は休
日
が
聯目
増
す
か

ら
あ
って
も
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う程
度
の状
況
で
戦
前
の
こ
と
く
天
呈

割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
国
民
を
集
約
し
て

い
く
こと
は
困
囎
だ
ろ
う
。
戦
前
に
お

い
て
は神
路
が
正
統
化
さ
れ
歴
史
教
育

の
面で
も
統制
が
公
然
と
行
な
わ
れ

た
。
現
在政
肘
の側
で
は
紀
元
節
の
匪

史
的
根
拠
に対
す
る
感
度
は
あ
い
ま
い

で
、
二
月
十
一日
は
建
国
の
日
と
い
う

よ
り
も建
国
を記
愈
す
る
日
で
神
器
を

史
実
に
す
る
つ
もり
は
な
い
と
い
,2

歴
史
教
育を
非科
掌
的
な
も
の
に
す
る

つ
も
は
尚更
な
い
と
い
う
.
戦
蔚
の
場

合
で
も
年
中
忠
君
愛
国
の
教
育
が
行
な

わ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
い
つ
教
沁

の効
果
が
あ
った
か
と
い
う
こ
と
は
検

証
不可
能
で
、
二
月
十
一
日
だ
け
で

君
愛
国
の精
神
を
囲
養
し
た
と
い
う
こ

と
は
でき
な
い。
し
か
し
政
府
が
こ
の

あ
いま
いな
制
度
の
も
と
に
建
国
紀
念

目
を祝
う
ζ
と
で
国
民
を
そ
の
無
関
心

の
かげ
でず
る
ず
る
と
ひ
き
ず
って
ゆ

き
、
反抗
心
を
な
く
し
て
し
ま
い
、
柿

武
火
旦に
つい
て
の
物
鵠
を
神
話
で
な

く
都実
と
し
て
扱
つ
か
う
よ
う
に
な
る

の
では
な
いか
。
し
か
し
先
に
述
へた

よ
う
に天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
架
約

し
てゆ
く
こ
と
は
困
難
だ
と
す
る
と
、

そ
の
億
ら
いは
何
な
のか
。
天
曳
制
イ

デ
オ
ロギ
ー
の強
化
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
新
し
い形
で
の愛
国
心
を
つ
く
る

こ
と
、
ナシ
ョナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
が
そ

の
目
的だ
と考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
紀

元
節
の復
活
の思
想
は
ア
メ
リ
カ
への

従
属
関
係と
いう
現
笑
が
あ
り
、
ア
ジ

ア
の
諸
国民
が
日
本
の軍
圏
主
義
復
活

を
お
それ
て
いる
問
題
も
あ
って
、
ナ

シ
ョ
ナ
塑ズ
ム
の昂
揚
が
国
内
、
国
外

問
題
を全
て処
理
でき
る
わ
け
で
な
い

た
め
、
多く
の帯盾
を
は
ら
ん
で
い
る

と
い
わな
け
れば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
復
古
調
は必
ず
しも
支
配
隠
級
に

と
っ
て
利
血
に
な
る
かど
う
か
、
ア
メ

リ
カ
ナ
イズ
と
いう
方
向に
向
って
い

る
支
配
階
級
に
と
っ
てそ
の基
本
的
政

策
と
は
ず
れ
て
い
る
の
では
な
い
か
。

強
い
て
解
釈
す
れ
ば
利用
でき
る
も
の

は
何
で
も
利
用
し
よ
うと
いう
思
想
か

も
し
れ
な
い
.
い
ず
れ
にし
ろ
こ
の紀

元
節
復
活
の
間
麗
を
一、
二年
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
思
想的
な
反動
化
の
禰

環
と
じ
て
と
ら
え
る
な
ら
は、
そ
れ
は

見
過
ご
し
て
し
ま
う
こと
は
でき
な

い
●
延
長
線
を
た
ど
っ
てゆ
く
と
そ
こ

に
一九
七
〇
年
の安
保
改定
の問
題
が

う
か
び
上
っ
て
く
る
。
一九
六八
年
は

明
治
百
年
で
あ
っ
て
こ
れ
を大

的々
に

祝
い
ナ
レ
コ
ナ
リズ
ム
を昂
場
さ
せ
民

主
主
を
少
し
で
も
否定
的方
向に
も
っ

て
ゆ
く
た
め
に
も
でき
るだ
け
早
く
建

国
紀
念
目
を
解
定す
るこ
と
が
必
要
だ

っ
た
.
瑳
国
紀
目を
祝
った
方
が
い
い

と
政
府
が
主
彊
し
て
い
るが
、
憲
法
66

念
日
を
い
っこ
う
に祝
おう
と
し
な
い

で
い
る
こ
と
を
考
え合
わせ
る
と
建
国

記
念
日
に
焦
点
を
あ
て
無法
改
患
へ
の

意
識
を
う
す
れ
さ
せ
ま
さ
つを
少
し
で

も
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
では
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
惚
断
さ
れ
る。

建
国
記
念
日
の
反
対
運
勤
は
歴史
学

者
歴
史
教
育
者
を
中
心
に
し
て
行
な
わ

れ
て
来
た
。
紀
一70節
の
歴
史
的
根
拠
の

あ
い
ま
い
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
紀
兀節
復
沽
の
支
持
者
は
過
半
数
に

満
た
な
い
段
階
ま
で
減
少
し
て
行
っ

た
.
そ
の
反
対
の
理
由
は紀
元
節問
題

を
科
学
的
根
拠
に
だ
け
限
定す
る
弱
点

を
生
ん
だ
吻
そ
れ
で
「建
国
記
念
日審

議
会
」
が
そ
の
日
取
り
だ
け
を
問
題
に

し
、
殿
け
る
か
設
け
な
い
か
と
い
う問

題
を
す
通
り
し
て
し
ま
っ
た
現実
に
対

で
き
な
か
っ
た
。
紀
元
節
の設
足
そ

の
も
の
に
反
対
す
る
態
度
が
欠
け
て
い

穴
と
い
え
る
。
他
民
族
に
征
服
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
国
に
と
って
建
国
の日
は

い
つ
と
限
定
す
る
こ
と
は無
意
味
であ

る
。
国
宏
意
識
は
階
級
支
配
が堅
固
な

支
配
構
造
を
必
要
と
し
た
時
に
生ま
れ

て
来
た
●
紀
元
前頴公
ハ0
酬ヰ
袖口武
r人
里

が
即
位
し
た
と
い
う
時
代
は
階
級
支配

も
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
原始
翌
昧

の縄
文
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
憶
し

て
お
く
方
が
よ
い
.
(A
五判
百
五
十

円
)

(中
)

であ
る
.
の
み
な
ら
ず
、
あ
た
か
も
戦

争
を後
期
に
全
般
的
に
噴
出
し
た
よ
う

な
、
労
働
曹
人
民
の
闘
争
組
織
に
よ
る

萌
芽
的
に
権
力
と
し
て
の
行
動
に
労
働

者
人
民
自
身
が
習
熟
す
る
こ
と
を
要
求

す
る
で
あ
ろ
う
.
そ
こ
で
は
軍
事
綱
頒

の実
践
的
訓
練
が
不
可
欠
で
あ
る
.

か
か
る
闘
箏
形
態
を
お
レ
あ
げ
る
時

期
に
お
いて
、
独
占
資
本
支
配
に
と
っ

て議
会
制
度
は
そ
の
尊
制
的
強
力
を
隠

ぺ
いす
る
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

そ
れ
は
今
、
佐
藤
政
府
に
よ
る
小
選
挙

区
法
の断
行
に
よ
って
よ
り
あ
ら
わ
に

され
よ
う
と
し
て
い
る
.
わ
れ
わ
れ
は

た
ゆ
む
と
こ
ろ
な
く
、
帝
国
主
親
反
動

の荊
倒
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
の
権
力
形

成
を
め
ざ
し
、
Aコロの
苦
難
を
闘
い
き

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。(閲

西
労
働
者協
会
)

▽
訂
正

暢二月
二十
七
日
号
、
熊
野
漿
深
伎
総
長

・
堂生
部
長
団
交
の
記
郡
中
、
次
の
誤

植
があ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す

姫
岡
庫
生
誤
畏
↓
堀
川
酬
生
課
長

謬
着
↓
膠
着

コピ
ーを
学
部
長
に
提
出
す
る
レ
与

部長
会
議
に提
出
す
る
。

東大農学部裏
左●北自」舘樋ノロ町バス停前
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右 い世 代 に贈 る万 年筆 の最 高 山

2,000円 よ り

 

、

来 を鮒 し未 来 をつくる青 年 銀 行 をこぞんじですか
いま各地で新しい都市づ くりがさかんです。20世 紀後半
の日本は、ニュータウン建設の時代 といってもよいでし
ょう.日 本不動産銀行は、そのための資金調達 ・供給に
めざましい活躍をつづけています。この時代の要請によ
って誕生した当行は、ことしで創立10周年の若々しい意

欲にあふれた銀行です。
設立以米、長期信用銀行法にもとついて、産業界に長期
資金を供給してきましたが、これら産業資金のほか特に
当行は不動産金磁一 住宅建設 ・宅地造成・都市開発 ・
礼会開発などのための金融一 に℃その特色を発揮して
国民経済の発展に貢献しています。
行内にはフレッシュな活気がみなぎりg若 い行貫がその
知力と情熱を注いで仕事に取りくんでいます。
日本不動産銀行は、日本の未来とともに進む若い銀行です.
設 立=昭 和32年4月
資 本 金富120億円
役職員数嗣1,000名

東京都千代田区九段南1丁 目5番3号■■國■■■TEL(
263)3111(大 代衰)

京 都 大 学 新 聞

合 格 者 名
3月27日 発 行
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